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「書と生活デザインの親和性を高める主体的活動の実践」 

 

授業者  岐阜県立岐阜城北高等学校 教諭 駒瀬 公哉 

対 象  第１学年 １７名 

科 目  書道Ⅰ 

内容のまとまり 「漢字の書」Ａ表現・Ｂ鑑賞 

 

＜単元設定の理由＞ 

令和４年度より新学習指導要領が実施されている。日々変化のめまぐるしい昨今の情勢において、

現代を生きる生徒たちに知・徳・体にわたる「生きる力」を育んでいくために「何のために学ぶの

か」という意義を持たせるべく、教育活動をこれまで以上に充実させる必要性が求められている。そ

の点において芸術科書道は古くから実用的な技能として重要視されてきた歴史があり、長い時間の中

で文字を媒体とした造形美的な要素としても広く愛好されてきた。現代においてもその愛好の意識は

連綿と続いており、ICT 等情報機器が急速に発展・普及する時代においても、書の美意識や技術習得

を求める声は絶えない。 

本校の特色として総合学科、生活デザイン科の２学科が設立されている。各学科１年次では基礎科

目を共通で履修し、２年次以降は各自の進路・適性に合った専門の系列・コースを選択することで知

識・技能の習得や自己実現に向けた学習活動を行っている。基礎的な学力の定着を図るだけでなく、

部活動を通して個性の尊重や奉仕の精神を重んじ、また国際化、情報化の社会に対応すべく専門的な

学習を通じて地域社会で活躍できる生徒を輩出すべく、日々教育活動にあたっている。 

生徒の実態は、各学科とも素直で実直に物事に打ち込む姿勢の生徒が数多く見られる。そのため学

校全体の雰囲気も落ち着いたものだと感じている。反面、寡黙で反応に乏しいときも見られ、積極性

をもって中核的に取り組む生徒は少数である。大半の生徒が学習などにおける成功体験に乏しく、学

習の理解度を確認する際にも自信がないからという理由で消極的になる生徒が多い。授業など学校生

活における成功体験を多く取り入れることを意識して、書道の取り組みの中でも達成できている箇所

を常に認める工夫を心がけ、指導計画も生徒の学びに応じることができるように考えている。そうし

た活動によって、生徒それぞれが自信を付けることで物事における積極的な思考力や行動力の習得に

繋がるよう取り組みを行っている。 

特に本単元では漢字の書を扱い、書道史における能書家の生み出した造形美を自分たちの手で表現

できるという達成感を持たせたいと考えている。五書体の中でも変化に富んだ行書体を扱うことで、

自身の思いを自由に表現できると考え、書道文化の奥深さに触れてもらうことを目指して設定した。

具体的には、既習の行書の古典を生かし、自分で選んだ文字（言葉）を創作して、ハンカチというク

ラフトとして染で仕上げることを本単元において取り組む。岐阜市は地域の特色として、戦後よりア

パレル産業で経済を牽引してきた歴史があり、団塊の世代以前の女性はほぼミシンの取り扱いができ

るほど市民に浸透してきた産業である。本校の前身である岐阜三田高校・岐阜藍川高校においても被

服に関する学習が盛んに行われており、特に岐阜三田高校では服飾科・ファッション科と専門に取り

扱う学科が設置されていたほどである。その流れを引き継ぐ本校だからこそ、完成した布生地をハン

カチとして整える活動も行い、家庭科授業とも関連させた横断的学習も取り入れ、書表現の実践を生

活デザインという領域の中で展開することを本単元として設定した。 
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＜学習指導要領との関連＞ 

高等学校学習指導要領の書道Ⅰの目標に、「書道の幅広い活動を通して，書に関する見方・考え方

を働かせ，生活や社会の中の文字や書，書の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成

することを目指す。」とあり、さらに「Ｂ鑑賞」では生徒が育成することを目指す資質・能力のう

ち、ア「思考力・判断力・表現力等」に関する事項で、(ｲ)「生活や社会における書の効用」とあ

る。また新学習指導要領の実施にあたり、岐阜県では「能動的に学習を深めているか」「書への永続

的な愛好心は育めたか」「表現と鑑賞の相互の関連は十分か」などといった項目を注視している。 

高校一年生を対象とした本科目において、課題として設定された臨書学習では古典の特徴をよく理

解することに努め、表現しようとする活動の様子が見受けられるが、その特徴を活用した創作学習な

どの応用的な活動に取り組む際には、生徒にとっても主体的に意図や表現を構想する活動が困難だと

感じられる場面が想定される。カリキュラム上、本校では書道Ⅰの学習のみの履修ではあるが、思考

力・判断力・表現力等の育成を図るために生徒同士の意見交換や表現、構想・工夫の見直しを行うこ

とやＩＣＴの活用による工夫を取り入れてきた。その上で本校において、「生活や社会における書の

効用」を取り入れるべく、生活や社会の中で活用できる書表現に着目し、活動を通じながら作品を作

り上げ、身近に書の魅力に触れることを主題とした。 

 

＜育てたい資質・能力＞ 

本校、岐阜県立岐阜城北高校は「至誠・進取・錬磨」の校訓のもと、何事にも誠実に、積極的に取

り組む生徒の育成を目指している。またグラデュエーション・ポリシーにある「主体的に多様な人々

と協働して学び、生きて働く知識・技能を身に付け、課題を発見し解決に取り組む生徒」や「社会の

変化に柔軟に対応し、地域や社会の課題に取り組み、地域社会の発展に貢献できる生徒」を育成する

ために、カリキュラム・ポリシーである「「主体的で深い学び」を推進し、知識・技能を習得させ、

他者と協働しながら課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等や主体的に学習に取り組

む態度を育成」することを目指していることから、本単元においてその資質・能力の育成を図りたい

と考える。 

今回、発表として参加するのは生活デザイン科の生徒であるが、総合学科の生徒も含め、本校は実

業的・実践的な学びに繋げる専門カリキュラムが多岐に渡り展開されている。専門分野に特化したカ

リキュラムの中で学ぶ生徒に、書道がどのような形で学びの柱となるのかを考え、布生地に筆で文字

を書き作品化する活動を行うこととした。表現したい思いをもとに古典を基盤とした文字造形を表現

することは通年のテーマであり、様々な古典を通じ、より多くの表現の幅を意識させたいと考える。

布生地を最終的な題材とすることは岐阜の風土に根ざした活動であり、岐阜城北高校に勤めているか

らこそ実践できる活動だと感じている。これらの活動が、生徒にとって学びの活力の一助となるよう

授業の構成を考えていきたい。 
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１ 単元名 「行書の創作」（「漢字の書」単元⑥） 

 

２ 本単元に関連する内容のまとまり 

・「Ａ表現」（2）漢字の書 及び〔共通事項〕(1) 

・「Ｂ鑑賞」（1）鑑賞 及び〔共通事項〕（1） 

 

３ 芸術の目標と評価の観点及びその趣旨 

目

標 

（１） （２） (３) 

芸術に関する各科目の特質に

ついて理解するとともに，意

図に基づいて表現するための

技能を身に付けるようにす

る。 

創造的な表現を工夫したり，

芸術のよさや美しさを深く味

わったりすることができるよ

うにする。 

生涯にわたり芸術を愛好する

心情を育むとともに，感性を

高め，心豊かな生活や社会を

創造していく態度を養い，豊

かな情操を培う。 

                                                             （高等学校学習指導要領 P.141） 

 

観

点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

・書の表現の方法や形式，書

表現の多様性について，書

の創造的活動を通して理解

を深めている。 

・書の伝統に基づき，作品を

効果的・創造的に表現する

ために必要な技能を身に付

け，表している。 

書のよさや美しさを感受し，

意図に基づいて創造的に構想

し個性豊かに表現を工夫した

り，作品や書の伝統と文化の

意味や価値を考え，書の美を

味わい深く捉えたりしてい

る。 

書の伝統と文化と豊かに関わ

り主体的に表現及び鑑賞の創

造的活動に取り組もうとして

いる。 

           （改善等通知 別紙５ P.3，4） 

 

４ 書道Ⅰの目標と評価の観点及びその趣旨 

書道の幅広い活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活の中の文字や書，書の伝統と

文化と幅広く関わる資質・能力を次のように育成することを目指す。 

           （高等学校学習指要領 P.157） 

目 

標  

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

書の表現の方法や形式，多様性

などについて幅広く理解する

とともに，書写能力の向上を図

り，書の伝統に基づき，効果的

に表現するための基礎的な技

能を身に付けるようにする。 

書のよさや美しさを感受し，意

図に基づいて構想し表現を工夫

したり，作品や書の伝統と文化

の意味や価値を考え，書の美を

味わい捉えたりすることができ

るようにする。 

主体的に書の幅広い活動に取

り組み，生涯にわたり書を愛

好する心情を育むとともに，

感性を高め，書の伝統と文化

に親しみ，書を通して心豊か

な生活や社会を創造していく

態度を養う。 
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５ 単元構成 

 「Ａ表現」(2)「漢字の書」 総時間数 34 時間 

単元①：＜楷書＞書風と結構法（孔子廟堂碑，九成宮醴泉銘）      全 6時間 

単元②：＜楷書＞書風と線質（筆圧の変化）（雁塔聖教序，顔氏家廟碑） 全 6時間 

    単元③：＜楷書＞楷書の創作                                       全 4時間 

単元④：＜行書＞行書の運筆の基本と書風（蘭亭序，風信帖）      全 6時間 

      単元⑤：＜行書＞行書の書風と線質（蜀素帖）             全 3時間 

      単元⑥：＜行書＞行書の創作                     全 4時間【本単元】 

 単元⑦：篆刻作品制作                        全 5時間 

 

６ 単元の目標 

（１）「知識及び技能」 

〇知識 

・用具・用材の特徴と表現効果との関わり、書体や書風と用筆・運筆との関わりについて理解する。 

・線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わりについて理解する。 

〇技能 

・古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能や、古典の線質、字形や構成を生かした表現の技能を身に

つける。 

（２）「思考力,判断力,表現力等」 

・古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成や意図に基づいた表現について構想し工

夫する。 

・創造された作品の価値とその根拠や生活・社会における書の効用について考え、書のよさや美しさ

について味わって捉える。 

（３）「学びに向かう力，人間性等」 

・自身の表現の意図に基づく表現、漢字の書の特質に基づく表現の学習活動に主体的に取り組み、書

に対する感性を豊かにし、書を愛好する心情を養う。 
・書のよさや美しさを感受し、作品や書の意味・価値について考えながら幅広い鑑賞の学習活動に主

体的に取り組み、書に対する感性を豊かにし、書を愛好する心情を養う。 
 

 

観 

点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣

旨  

・書の表現の方法や形式，書表

現の多様性について幅広く

理解している。 

・書写能力を向上させるとと

もに，書の伝統に基づき，作

品を効果的に表現するため

の基礎的な技能を身に付け，

表している。 

書のよさや美しさを感受し，意

図に基づいて構想し表現を工

夫したり，作品や書の伝統と文

化の意味や価値を考え，書の美

を味わい捉えたりしている。 

主体的に書の表現及び鑑賞の

幅広い活動に取り組もうとし

ている。 
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７ 内容のまとまりごとの評価規準 

「Ａ表現」(2)漢字の書 及び 〔共通事項〕(1) 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

〔共通事項〕 

・用筆・運筆から生み出される書

の表現性とその表現効果との関

わりについて理解している。 

・書を構成する要素について，そ

れら相互の関連がもたらす働き

と関わらせて理解している。 

 

・用具・用材の特徴と表現効果と

の関わりについて理解してい

る。 

・書体や書風と用筆・運筆との関

わりについて理解している。 

・古典に基づく基本的な用筆・運

筆の技能を身に付けている。 

・古典の線質，字形や構成を生か

した表現の技能を身に付けてい

る。 

・古典の書体や書風に即した用

筆・運筆，字形，全体の構成

について構想し工夫してい

る。 

・意図に基づいた表現について

構想し工夫している。 

主体的に漢字の書の幅広い表現

の学習活動に取り組もうとして

いる。 

 

「Ｂ鑑賞」(1)鑑賞  及び 〔共通事項〕(1) 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

〔共通事項〕 

・用筆・運筆から生み出される書

の表現性とその表現効果との関

わりについて理解している。 

・書を構成する要素について，そ

れら相互の関連がもたらす働き

と関わらせて理解している。 

 

・線質，字形，構成等の要素と表

現効果や風趣との関わりについ

て理解している。 

・日本及び中国等の文字と書の伝

統と文化について理解してい

る。 

・漢字の書体の変遷，仮名の成立

等について理解している。 

・作品の価値とその根拠につい

て考え，書のよさや美しさを

味わって捉えている。 

・生活や社会における書の効用

について考え，書のよさや美

しさを味わって捉えている。 

主体的に幅広い鑑賞の学習活動

に取り組もうとしている。  
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・書の伝統的な鑑賞の方法や形態

について理解している。 

 

８ 単元の評価規準                       

（１）「知識・技能」 

  〇知識 

・用具・用材の特徴と表現効果との関わり、書体や書風と用筆・運筆との関わりについて理解してい

る。（知表） 

・線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わりについて理解している。（知鑑）  

  〇技能 

・古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能や、古典の線質、字形や構成を生かした表現の技能を身

に付けている。（技） 

（２）「思考・判断・表現」 

・古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成や意図に基づいた表現について構想し

工夫している。（思表） 

  ・創造された作品の価値とその根拠や生活・社会における書の効用について考え、書のよさや美し

さを味わって捉えている。（思鑑） 

（３）「主体的に学習に取り組む態度」 

・自身の表現の意図に基づく表現、漢字の書の特質に基づく表現の学習活動に主体的に取り組もう

としている。（態表） 

  ・書のよさや美しさを感受し、作品や書の意味・価値について考えながら幅広い鑑賞の学習活動に

主体的に取り組もうとしている。（態鑑） 
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９ 単元の指導と評価の計画 

・年間授業時数･･･ 70時間 ・「漢字の書」･･･ 34時間 ・本単元の配当時数･･･4時間 

（１） 指導と評価の計画（概要） 

  

学習活動 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に
取り組む態度 

知表 知鑑 技 思表 思鑑 態表 態鑑 

単
元
⑥ 

第
１
次 

２
時
間 

+
本
時
は
そ
の
２
時
間
目
1 

言葉の選定        

観点の確認①（紙面構成）        

構想・工夫①        

作品制作①(墨書)        

観点の確認②（古典の書体

や書風に即した用筆・運筆、字

形、全体の構成） 

       

構想・工夫の見直し①        

作品制作②(墨書)        

自己評価①        

相互鑑賞・意見交換        

構想・工夫の見直し②        

学習のまとめ①        

◎指導に生かす評価 

●記録に残す評価 

◎ 

● 

◎ ◎ 

● 

◎ 

● 

◎ ◎ 

● 

◎ 

第
２
次 

１
時
間 

 

鑑賞①（布書作品）        

観点の確認③（布書きのた

めの用具・用材の特徴と表現

性・表現効果との関わり） 

       

構想・工夫の見直し③        

作品制作応用(布書き)        

自己評価②        

学習のまとめ②        

◎指導に生かす評価 

●記録に残す評価 

◎ 

 

◎ 

 

◎ 

 

◎ 

 

◎ 

 

 

 

◎ 

 

第
３
次 

１
時
間 

 

観点の確認④（生活や社会

における書の効用） 

       

鑑賞②（最終発表会）        

自己評価③        

単元の学習のまとめ        

◎指導に生かす評価 

●記録に残す評価 

 

  

◎ 

● 

  

 

◎ 

● 

 

 

◎ 

● 

※「学習活動」の網掛け部が本時 
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（２）単元における観点別学習状況の評価方法 

 

評価の観点と単元の評価規準 

○「おおむね満足である」状況（Ｂ）の例 

◎「十分満足できる」状況（Ａ）の例  

"「努力を要する」状況（Ｃ）と判断される生徒への手立て 

知識・ 

技能 

知表 

・用具･用材の特徴

と表現効果との

関わり、書体や

書風と用筆・運

筆との関わりに

ついて理解して

いる。 

〇用具・用材の特徴と表現効果との関わり、書体や書風と用筆・

運筆との関わりについて、おおむね理解している。 

◎用具・用材の特徴と表現効果との関わり、書体や書風と用筆・

運筆との関わりについて、構想・工夫したり意見交換で言語化

したりする活動を通して実感的に理解している。 

"用具・用材の特徴と表現効果との関わり、書体や書風と用筆・

運筆との関わりについて、ＩＣＴを活用して具体例を示すな

どして実感的に理解できるよう支援する。 

知鑑 

・線質､字形､構成 

等の要素と表現

効果や風趣との

関わりについて

理解している。 

〇線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わりについ

て、おおむね理解している。 

◎線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わりについ

て、相互鑑賞をしたり意見交換で言語化したりする活動を通

して実感的に感受し、理解している。 

"線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わりにつ

いて、ＩＣＴを活用して具体例を示すなどして実感的に味わ

い理解できるよう支援する。 

技能 

・古典に基づく基

本的な用筆・運

筆の技能や、古

典の線質、字形

や構成を生かし

た表現の技能を

身に付け て い

る。 

 

○古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能や、古典の線質、字形

や構成を生かした表現の技能をおおむね身に付けている。 

◎古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能や、古典の線質、字形

や構成を生かした表現の技能を身に付け、表現性・表現効果等

を生かして効果的に表現を工夫する中で、技能を更に高めて

いる。 

"学習活動を振り返らせたり、ＩＣＴを活用して画像等を再度

確認させたりして、表現の技能を実感的に捉え表すことがで

きるよう支援する。 

思考・ 

判断・  

表現 

思表 

・古典の書体や書

風に即し た 用

筆・運筆、字形、

全体の構成や意

図に基づいた表

現について構想

し工夫し て い

る。 

〇古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成や意

図に基づいた表現について構想し工夫し、おおむね自身の考

えを言語化している。 

◎古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成や意

図に基づいた表現について深く考えて構想し工夫し、知識を

活用して自身の考えを適切に言語化している。 

"意見交換で他者の見方・考え方を参考にしたり、これまでの

知識や技能と関連させたりするよう促し、構想・工夫とその見

直し、再構築に取り組めるよう支援する。 
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思鑑 

・創造された作品

の価値とその根

拠や生活・社会

における書の効

用 につい て考

え、書のよさや

美しさを味わっ

ている。 

〇創造された作品の価値とその根拠や生活・社会における書の

効用について考え、書のよさや美しさをおおむね味わって捉

え、自身の考えを言語化している。 

◎創造された作品の価値とその根拠や生活・社会における書の

効用について自らの生活と関わらせて考え、書のよさや美し

さを深く味わって捉え、自らの考えを適切に言語化している。 

"意見交換で他者の見方・考え方を参考にしたり、これまでの

知識や技能と関連させたりするよう促し、書のよさや美しさ

を捉える活動に取り組めるよう支援する。 

主体的

に学習

に取り

組む態

度 

態表 

・自身の表現の意

図 に 基づく 表

現、漢字の書の

特質に基づく表

現の学習活動に

主体的に取り組

も う と し て い

る。 

〇自身の表現の意図に基づく表現、漢字の書の特質に基づく表

現の学習活動にねばり強くに取り組もうとしている。 

◎自身の表現の意図に基づく表現、漢字の書の特質に基づく表

現の学習活動に、計画的に自らの学習を調整しながら主体的

に粘り強く取り組もうとしている。 

"学習した行書の書風や表現効果、自身の取組の経緯を振り返

らせ、既得の知識と技能を生かして、主体的に表現の学習活動

に臨めるよう支援する。 

態鑑 

・書のよさや美し

さを感受し、作

品や書の意味・

価値について考

えながら幅広い

鑑賞の学習活動

に主体的に取り

組もうとしてい

る。 

〇書のよさや美しさを感受し、作品や書の意味・価値について考

えながら幅広い鑑賞の学習活動に粘り強く取り組もうとして

いる。 

◎書のよさや美しさを感受し、作品や書の意味・価値について考

えながら幅広い鑑賞の学習活動に主体的に粘り強く取り組む

とともに、生活や社会との関わりや自身の人生とも関わらせ

て幅広い視野から書を捉えて深く考えようとしている。 

"学習した行書の書風や表現効果、自身の取組の経緯、相互鑑

賞・意見交換での他者の見方・考え方を振り返らせ、行書の書

風及び自他の作品のよさや美しさを感受し、主体的に鑑賞の

学習活動に臨めるよう支援する。 

 

（３）観点ごとの実現状況等を見取る（見取ることができる）方法（評価対象と学習活動） 

ア「知識・技能」 

  （ア）「知識」 

    【知表】・・・（評価対象）ワークシート、活動の様子（意見交換における発言）等 

（学習活動）「構想・工夫」「構想・工夫の見直し」等 

    【知鑑】・・・（評価対象）ワークシート、活動の様子（意見交換における発言）等 

          （学習活動）「相互鑑賞・意見交換」「鑑賞」「自己評価」等 

  （イ）「技能」 

     【技】・・・・（評価対象）作品 等 

           （学習活動）「作品制作」等 

イ「思考・判断・表現」 

    【思表】・・・（評価対象）ワークシート、作品、活動の様子（意見交換における発言、作品制作

における取組状況）等 
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          （学習活動）「構想・工夫」「構想・工夫の見直し」等 

    【思鑑】・・・（評価対象）ワークシート、活動の様子（意見交換における発言 等） 等 

          （学習活動）「自己評価」「相互鑑賞・意見交換」「鑑賞」「単元の学習のまとめ」等 

ウ「主体的に学習に取り組む態度」 

    【態表】・・・（評価対象）ワークシート、活動の様子（作品制作における取組状況）等 

          （学習活動）「構想・工夫の見直し」「学習のまとめ」等 

    【態鑑】・・・（評価対象）ワークシート、活動の様子（意見交換における発言、鑑賞活動におけ

る取組状況）等 

          （学習活動）「相互鑑賞・意見交換」「学習のまとめ」「鑑賞」「単元の学習のまとめ」                 

 

（４）本時における学習過程と評価の具体 

単元⑥「行書の創作」第１次（２時間）の学習計画【本時はその２時間目】 

 

活

動

の

流

れ 

時

間 
ねらい・学習活動 指導上の留意点 

評価の方法 

◎指導に生かす評価 

●記録に残す評価 

「観」活動の様子 

「ワ」ワークシート 

「作」作品 

知識・技能 
思考・判
断・表現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

知 

表 

知 

鑑 
技 

思 

表 

思 

鑑 

態 

表 

態 

鑑 

 

   

第 

１

次 

 

２

時

間  

 

本

時

は

そ

の

２

時

間

目 

 

 

導 

入 

 

５ 

分 

○言葉の選定 

・自身の表現したい文字

（１～２文字）を選

び、表現の意図を思い

描いて、選定・決定す

る。 

 

○観点の確認① 

◎紙面構成（文字の大

小、全体構成等） 

・文字の大きさや紙面に

配置する位置などによ

って作品の表現が変化

することを理解する。 

 

・言葉の選定が困難な場

合は、いくつかの例を

提示し、既習の古典画

像を参考にしながら支

援する。 

（ＩＣＴの活用） 

 

・タブレットによる編集

の方法の提示し、紙面

構成による表現効果を

確認して、構想・工夫に

つなげるように支援す

る。（ＩＣＴの活用） 

   ワ    

展 

開 

45 

分 

〇構想・工夫① 

・制作する作品につい

て、ワークシート１

（タブレット）に表現

の意図を記入し、それ

に基づく紙面構成を構

 

・自らの表現の意図につ

いて、特に紙面構成の

観点から構想し、作品

制作に繋げることがで

きるよう支援する。 

ワ 

◎ 

  

 

 

 

 

 

ワ 

◎ 
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想し、選定した言葉に

ついて検字したものを

タブレットカメラで撮

り、ワークシート１に

草稿データとして作成

する。 

 

○作品制作① 

・ワークシート１の意図

に基づく構想と工夫の

計画に基づいて適切な

表現を工夫し、作品に

表す。 

 

（ＩＣＴの活用） 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシート１の計画

を振り返らせ、ＩＣＴ

を活用して画像等を再

度確認させたりして、

表現の技能を実感的に

捉え表すことができる

よう支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

作 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観 

 

 

導 

入 

 

５ 

分 

○観点の確認② 

◎古典の書体や書風に即

した用筆・運筆、字形、

全体の構成 

・行書学習で学んだ古典

の書風を取り上げ、線

質、字形、構成、余白

など様々な面から構想

し表現を工夫して作品

制作に取り組むことを

理解する。 

 

・行書学習で学んだまと

めの内容であることを

伝え、学習した古典の

書風を再確認させ、そ

れらを取り入れ工夫し

た表現活動を行うこと

を留意させる。 

（ＩＣＴの活用） 

 

 

ワ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

開 

 

 

 

 

 

38 

分 

 

 

 

 

 

○構想・工夫の見直し① 

・前時、作品制作①の成

果を見直し、朱筆ペン

で線質、字形、構成、

余白などの点から意図

に即した修正を言語化

して作品に記入する。 

 

 

 

○作品制作② 

・前時作成のワークシー

ト１をもとに、意図に

基づく表現及びその実

現を意識して作品に表

す。作品をタブレット

 

・行書学習で触れた古典

の拡大画像を活用し、

行書の特徴や用筆・運

筆との関わり、線質、

字形、構成、余白等の

要素を確認させ、作品

制作に繋げるよう支援

する。 

（ＩＣＴの活用） 

 

・見直した構想・工夫に

基づき、表現を工夫す

るための用筆・運筆な

ど構想の実現に向けた

表現活動に取り組める

ワ 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作 

● 

ワ

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観 
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カメラで撮り、完成図

をワークシート２（タ

ブレット）の編集をす

る。 

 

○自己評価① 

・ワークシート２に表し

た作品の自己評価を記

入する。 

 

 

 

 

○相互鑑賞・意見交換 

・他者との作品共有・相

互鑑賞を行い、行書の

書風に即した工夫や表

現の意図など相互に考

えを伝え合う。意見と

して出た新たな見方・

考え方に触れ、自身の

見方・考え方を再構築

し、活用すべき意見を

ワークシートＡに手書

きする。（グループ活

動） 

・各グループで出た意見

を全体で共有し、それ

ぞれの工夫した表現や

総括的意見を捉え、意

図に基づいた表現の仕

方について気付いた点

をワークシートＡに手

書きし、再認識させ

る。 

よう机間指導支援す

る。（ＩＣＴの活用） 

 

 

 

 

・自己評価が適切に行え

ない場合は、自身が構

想した表現の意図を再

確認させ、表現の工夫

点（線質、字形、構成、

余白）について考える

よう促し支援する。 

 

・他者の作品や意見を認

め合い、尊重する姿勢

で活動するよう留意さ

せ、支援する。 

・意見交換において、発

表者は表現の意図や工

夫点を分かりやすく伝

えられているか、他の

メンバーは作品の感想

やそれぞれの見方・考

え方を適切に伝えてい

るか留意する。またワ

ークシートＡにある語

彙群を参考にするなど

して適切な発表ができ

るよう働きかけ支援す

る。 

・各グループで出た意見

を取り上げ、作品画像

とともにメタモジで全

体共有し、自身と他者

との表現の違いなどに

着目するよう支援す

る。（ＩＣＴの活用） 

 

 

 

 

 

ワ 

 

 

 

 

 

 

 

ワ 

◎ 

 

 

 

 

 

ワ 

◎ 

 

 

 

 

 

 

ワ

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワ

◎ 

ま

と

め 

 

７ 

分 

 

 

○構想・工夫の見直し② 

・相互鑑賞・意見交換で

出た意見をもとに、自

己の表現を再度見直

 

・他者からの意見を見返

し、活用の仕方や構想

の見直しが困難な場合

ワ 

◎ 

  ワ

◎ 

 ワ

◎ 
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し、次時の作品応用

（布書）に向けた必要

な修正と改善点をまと

め、ワークシートＡに

手書きする。 

 

○学習のまとめ① 

・完成した作品を振り返

り、自身の意図に即し

た表現に近づくことが

できたか、また一連の

活動とそこで気付いた

見方・考え方の変化な

どをまとめ、ワークシ

ートＡに記録する。 

は、自身の表現と比較

して有用な意見や活用

できる点を判断するよ

う支援する。 

 

 

 

・学習のまとめや振り返

りが適切に行えない場

合は、自身が構想した

表現の意図を再確認さ

せ、そこから変化した

見方・考え方について

考えるよう促し支援す

る。 

 

 

 

 

 

 

ワ

● 

    ◎指導に生かす評価 

   ●記録に残す評価 

◎ 

● 

◎ 

 

◎ 

● 

◎ 

● 

◎ 

 

◎ 

● 

◎ 

 

※「活動の流れ」の網掛け部が本時 

 

 

 

１０ 成果と課題 
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（１）成果 

本単元は漢字の書を扱い、古典に基づく造形美を自分たちの手で表現できるという達成感および

自身の思いを自由に表現できる書道文化の奥深さに触れてもらうことを目標に設定した。この授業

を通じて、生徒が書表現の追求に主体的に取り組む姿勢や他者との交流による幅広い表現活動の相

互確認といった動きを見ることができた。一時間という限られた中でやや内容を詰め込んだ感はあ

ったが、それでも今回の発表で生徒は活動することができたと感じている。自己評価から作品を改

善し、それをまた他者からの鑑賞を通じて、よりよく作品を仕上げていくという一連の流れも生徒

にとって大きな成果の一つとなった。授業研究としては指導案に挙げたように進めたが、その後の

展開として、創作した文字をハンカチに染で仕上げることにも取り組んだ。布生地に筆で文字を書

き、作品化する活動を行うことで、より多くの表現の幅を意識させたいと考えた。また布生地を最

終的な題材とすることは本校に勤めているからこそ実践できる活動だと感じての計画でもあった。

結果的には生徒それぞれが選んだ布に染で文字を仕上げ、家庭科との連携のもと、ミシン器具を用

いて、およそ３０センチ四方のハンカチに仕立て、それをクラスごとでの鑑賞会に用いた。生徒の

反応として、通常半紙に墨書する作品制作が主となる活動と違い、使用する用材が異なることで同

じように筆書したつもりでも線質など変化した作品となることに気付いている様子であった。また

自身で選んだ文字を、自身のオリジナルの道具として仕上げた体験は生徒の感想からも非常に好評

であり、書道の技能を通した新たな表現方法の一部に触れてもらえたのではないかと感じている。

そこから普段の生活における書の活用や鑑賞の着眼に結びつけるに至ったことで、本単元の成果と

して生徒にも感じてもらえたと思う。 

 

（２）課題  

   課題点としては授業展開の要所改善が挙げられる。まず前時作成の作品を朱ペンで自己添削をす

る際、基準を明確に示す必要があると感じた。古典を基盤に制作する方針を可視化できるよう工夫

が必要であり、例えば次年度に改善する場合には、今年度の生徒作品を例に挙げて示すなど長期的

な授業設計も考えてみようと思う。 

   また臨書学習寄りの制作に傾倒する生徒も見られた。特に少字数ということもあり、創作書にお

ける線引きは難しいと常々感じる。これに関しては文字数を二字書以上に設定するなど次年度に試

行してみたいとも考えるが、年間を通じて仮名・漢字仮名交じり書などにも触れる中で、創作書の

在り方を少しずつ生徒に理解してもらえるように活動内容を吟味していきたい。 

そして授業時の指導者の発言や用語の使い方にも気を配る必要がある。日常的に字形・構成・線

質などの用語を用いて生徒に意識させることで、グループでまとめた発表を促す際にもそれら観点

の筋道立てができていれば深い学びにつながっただろう。そうした授業の細部をより洗練させてい 

くことで、墨書の時間ももう少し伸ばすこともできたかもしれない。 

本研究において、これからの書道教育でＩＣＴ活用や観点別評価など新しく取り入れるべき手法

を図りながら授業計画を行う必要性を感じた。生徒の資質も時代や環境によって様々な様相を見せ

るため、画一的な一辺倒の指導では生徒の資質能力の育成につながらない。その上で今回の授業計

画、指導案作成にあたり様々な先生方にご助言いただき、一つの形に仕上げることができた。今回

の授業研究を県内外の先生方とも共有し、今回の指導案フォーマットに落とし込む形で、今後の指

導へと発展・活用させていきたい。 

 

 

１１ 年間指導計画 
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月 単元 指 導 項 目 
予定

時間 
主な学習活動（指導内容）と到達目標 

評価の場面 

・方法 

評価の 

観点 

ａ ｂ ｃ 
４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

 

８ 

９ 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

オリエ

ンテー

ション 

 

 

書写から書道へ 

漢字の書体の変化 

１ ・書写と書道の違いについて理解し、学習への心構え

を確立する。 

・基本的な姿勢・執筆や用具・用材を理解する。 

・古典の鑑賞及び臨書を表現に活かすことの大切さを

理解する。 

・漢字五書体の登場する時代を知り、書体の特徴と変

遷を理解する。 

発言、傾聴の様子 

 

発言、傾聴の様子 

発言、傾聴の様子 

 

発言、傾聴の様子 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 ○ 

 

 

○ 

 

 

漢字の

書① 

 

＜楷書＞書風と結構

法 

（孔子廟堂碑、 

九成宮醴泉銘） 

６ ・楷書の特徴と成立過程について理解する。 

・書道史における唐時代の位置づけと、唐の四大家に

ついて理解する。 

・孔子廟堂碑、九成宮醴泉銘、雁塔聖教序、顔氏家廟碑

の概要と筆者について理解する。 

・孔子廟堂碑、九成宮醴泉銘、雁塔聖教序、顔氏家廟碑

を鑑賞し、字形の特徴や書風を理解する。 

・孔子廟堂碑、九成宮醴泉銘、雁塔聖教序、顔氏家廟碑

の用筆と字形の特徴を理解し、臨書する。 

・自己の作品を振り返り、用紙にまとめる。 

発言、傾聴の様子 

発言、傾聴の様子 

 

ワークシート 

ワークシート 

 

活動の様子、作品 

 

振返り用紙、作品 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

漢字の

書② 

 

＜楷書＞書風と線質

（筆圧の変化） 

（雁塔聖教序、 

顔氏家廟碑） 

６ 

漢字の

書③ 

 

＜楷書＞楷書の創作 

 

４ ・創作の手順を理解し、作品の構想を練る。 

・創作例を参考にして、表現したいイメージを考え、

紙面構成等に配慮して創作する。 

・古典の学習を活かして字形や筆遣いなどの工夫をし

て創作する。 

・自己の作品を振り返り、用紙にまとめる。 

発言、傾聴の様子 

活動の様子 

 

活動の様子、作品 

 

振返り用紙、作品 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

漢字の

書④ 

＜行書＞行書の運筆

の基本と書風 

（蘭亭序、風信帖） 

６ ・行書の特徴と成立過程について理解する。 

・蘭亭序、風信帖、蜀素帖の概要と筆者について理解

する。 

・蘭亭序、風信帖、蜀素帖を鑑賞し、字形の特徴や書

風を理解する。 

・蘭亭序、風信帖、蜀素帖の用筆と字形の特徴を理解

し、臨書する。 

・自己の作品を振り返り、用紙にまとめる。 

発言、傾聴の様子 

ワークシート 

ワークシート 

 

活動の様子、作品 

 

振返り用紙、作品 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

漢字の

書⑤ 

＜行書＞行書の書風

と線質 

（蜀素帖） 

３ 

漢字の

書⑥ 

 

 

＜行書＞行書の創作 

 

４ ・創作の手順を理解し、作品の構想を練る。 

・創作例を参考にして、表現したいイメージを考え、

紙面構成等に配慮して創作する。 

・古典の学習を活かして字形や筆遣いなどの工夫をし

て創作し、その後布に仕上げる。 

・自己の作品を振り返り、用紙にまとめる。 

発言、傾聴の様子 

活動の様子 

 

活動の様子、作品 

 

振返り用紙、作品 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

⾏動観察 
課題・レポート 
振り返り 
等が考えられ
る 
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11 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

２ 

仮名の

書① 

 

仮名の運筆の基本 

（単体、変体仮名、

連綿） 

５ ・仮名の成り立ちや特徴を理解する。 

・仮名の基本線を理解して単体を書く。 

・仮名の流動美に連綿の法則があることを理解する。 

・連綿の法則や筆脈、腕の動かし方に配慮して書く。 

・それぞれの古典の特徴を理解する。 

・リズミカルな運筆や連綿を多用した字形を理解し、

臨書する。 

・自己の作品を振り返り、用紙にまとめる。 

・高校生活をテーマにした川柳を作る。 

・短冊に自作の川柳を工夫して書く。 

発言、傾聴の様子 

活動の様子 

ワークシート 

活動の様子 

発言、傾聴の様子 

作品 

 

振返り用紙、作品 

ワークシート 

活動の様子、作品 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

仮名の

書② 

仮名の書風 

（蓬莱切、升色紙

） 

６ 

仮名の

書③ 

仮名の創作 ６ 

漢字仮

名交じ

りの書

① 

年賀状 

 

５ ・実用的な書の大切さを知り、自分なりの表現につい

て考える。 

・年賀状の書式を理解し、工夫して年賀状を書く。 

・言葉が人の心を動かすことを理解し、創作への関心

・意欲を高める。 

・題材のイメージをもとに、漢字と仮名を調和させて

書く方法を理解する。 

・カレンダーに書く言葉を考え、表現したいイメージ

を見つけ出し、紙面構成等に配慮して制作する。 

発言、傾聴の様子 

 

活動の様子、作品 

発言、傾聴の様子 

 

ワークシート 

 

活動の様子、作品 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

漢字仮

名交じ

りの書

② 

カレンダー制作 ５ 

漢字の

書⑥ 

 

＜篆刻＞篆刻作品

制作 

 

５ 

 

 

・篆刻の特徴とその成り立ちを理解する。 

・基本的な姿勢・運刀や用具・用材を理解する。 

・字形の特徴を理解し、姓名印を刻す。 

・自己の作品を振り返り、用紙にまとめる。 

発言、傾聴の様子 

ワークシート 

活動の様子、作品 

振返り用紙、作品 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

漢字仮

名交じ

りの書

③ 

漢字仮名交じりの

創作 

学習のまとめ 

８ ・半切サイズの紙面に表現意図を明らかにして紙面構

成や書風を工夫して創作する。 

・用筆・運筆による表現効果や全体構成，漢字と仮名の

調和等について理解を深める。 

活動の様子、作品 

 

活動の様子、作品 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 70   

 

１２ 参考資料・参考文献等 

・文部科学省『高等学校学習指導要領』（平成 31 年 2 月）、株式会社 東山書房 

・文部科学省『高等学校学習指導要領(平成 30 年告示)解説 芸術(音楽 美術 工芸 書

道)編 音楽編 美術編』(平成 31 年 3 月)、教育図書株式会社 

・文部科学省初等中等教育局通知「小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等におけ

る児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」(平成 31 年 3 月) 

・国立教育政策研究所教育課程研究センター『「指導と評価の一体化」のための学習評価に

関する参考資料【高等学校 芸術（書道）】』(令和 3年 11 月)、株式会社 東洋館出版 

・『書Ⅰ』（令和 4年）、光村図書株式会社 
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〈資料〉 

ワークシート１ 

 

 

ワークシート２ 
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ワークシートＡ 

パワーポイント（観点の確認②） 
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（上 参照：『書Ⅰ』（2022）光村図書（掲載許諾済み）） 
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（上 参照：『書Ⅰ』（2022）光村図書（掲載許諾済み）） 
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自己添削（構想・工夫の見直し①） 

 

(左側)・もう少し斜め ・広く ・もう少し間を狭く ・やわらかく ・なめらかに  など記載 

 

 

相互鑑賞・意見交換 

生徒作品例 
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